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講時 単位数 2

履修に
当たっての
注意・助言

「保健体育科教材研究A」と併行・継続して講義及び授業を展開するので、必ず「保健体育科教材研究A」を履
修するとともに積極的な授業参加が望まれる。

講義計画

１．オリエンテーション
２．教材づくり／授業づくりの先行事例研究１
３．教材づくり(水泳)
４．模擬授業(水泳)
５．教材づくり(球技)
６．模擬授業(球技)
７．教材づくり（武道）
８．模擬授業（武道）
９．教材づくり（ダンス）
10. 模擬授業（ダンス）
11. 教材づくり（中学校保健分野）
12. 模擬授業（中学校保健分野）
13. 教材づくり（高等学校保健分野）
14. 模擬授業（高等学校保健分野）
15. 総括

テキスト 特に指定せず

参考書 中学校学習指導要領、高等学校学習指導要領

目的と概要
保健体育授業におけるより良い授業づくり、授業･教材研究の方法に関して体育の授業づくりの理論体系を理
解し、応用力･実践的視点から学習を進める。先行実践等を参照しながら、実際に教材づくり授業づくりを行い
模擬授業をとおして実践力の向上に努める。

成績評価法
出席を前提に、試験・レポート･授業態度・模擬授業の結果等総合的に評価する。試験６０％、レポート・授業態
度・模擬授業４０％）

開期 後期 火曜日5限

授業テーマ 教材づくり、模擬授業をとおして実践力を身につける

科目名 保健体育科教材研究B

担当教員 中田　保彦

配当 人社3

2010年度




